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修士論文要旨
生活の中に発現する学力の育成とその評価に関する研究
A study on the development and evaluation of academic achievement that 
expression in the life.
中島　悠太（Yuta Nakajima）　　指導：野嶋　栄一郎
問題と目的
　現代のグローバル化や高度情報通信社会の進展などによ
り複雑化した社会を生き抜く児童生徒を育てる上で、学校
教育現場では問題解決能力、リーダーシップ、自主性など
を含めた総合的な能力を育成することが求められている
（文部科学省 2008）。
　このような能力の育成については、各学校の各教員の教
育実践に委ねられるところが大きいと考えられるが、学校
全体でこの能力の育成に取り組んでいる学校の一つに、千
葉県館山市立北条小学校（以下、「北条小学校」）がある。こ
の北条小学校は戦後の1946年当時から机上で発現する学力
から生活の中で発現する学力に重点をおいた教育実践が行
われてきた（野嶋ら 2012）。そして北条小学校独自のカリ
キュラムであり生きる力を育成することを理念として実践
している統合学習の分析を行った臼杵（2004）や、授業実
践と教員養成を併行的に実現する北条小学校の学校システ
ムを欧米の教育思潮である専門職の学習共同体（PLC）と
いう観点から考察した石原（2014）など、北条小学校の特
色ある教育実践や学校教育システムに関する数多くの実証
的な研究が行われてきている。
　そして本研究では、この北条小学校の独自のカリキュラ
ムである統合学習の集大成である卒業式第二部の制作過程
に内包される能動的な創造作業を抽出し分析を行うことを
目的とする。
方法
　本論文での目的である卒業式第二部の制作過程を精査す
るために、以下の３つの観点から分析を行う。そしてその
後、この制作過程を教員の視点からはどのように捉えてい
るかを考察するために、卒業式第二部を担当した教員２名
にインタビューを行う。
　まず、卒業式第二部の企画、運営に中心的に携わる卒業
式第二部実行委員会の会議の内容に関する分析を行った。
2014年１月15日から2014年３月５日までに行われた計５回
の会議を対象とし、会議内での児童の発話を文字化した上
で、文字化した発話を水川（2010）、臼杵（2004）を参考に
機能によりカテゴリー分けを行い、修正版グランデッド・
セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory 
Approah:M-GTA）（木下,2003;2007）による分析を行った。
　次に、卒業式第二部の制作過程における途中成果物の分
析を行った。具体的には、制作過程段階における生徒が書
いた卒業式の台本、教員の手直しが入った台本、練習計画
表、練習を見た教員からの手直しが入った台本、最終的に
決まったタイムテーブル等の一次資料を収集し、Uwe 
Flick（2007）によるドキュメント分析を行った。
　さらに、卒業式第二部の本番の映像の分析を行った。こ
こでは平成25年度卒業式第二部の本番のビデオデータにつ
いて、Uwe Flick（2007）の質的ビデオ分析の方法を参考
に分析を行った。また補助データとして平成26年度のデー
タを参照し、平成25年度との比較、考察を行った。
　最後に、平成26年度の卒業式第二部の担当であった教員
２名に半構造化インタビューを行った。そして、インタ
ビューの発話をすべて文字化し、インタビュー記録をもと
に実行委員会会議、途中成果物、卒業式第二部の本番の分
析を引用しながら考察を行った。
結果・考察
　以上の分析を通して、北条小学校で行われる卒業式第二
部は、児童の自主性により制作、実施されることが明らか
となった。さらに、その制作過程の中で卒業式第二部実行
委員会の児童は担当教員の助言を咀嚼し、児童同士の議論
を通して創意工夫を行い、６年生の児童全員でこの卒業式
第二部を成り立たせていることが示唆された。
　北条小学校には、教育理念にもとづく教育計画について
４～５年ごとに改訂、編纂している北条プランと呼ばれる
ものがあるが、その中の北条プランⅩでは、卒業式第二部
を北条小学校の学習成果の最終目標としている。また北条
プランⅨでは、一年生からの継続的な統合学習の積み重ね
が重要であるとしている。さらに卒業式第二部を担当する
教員も、児童だけで制作できるようにするために、１年生
から様々な学習活動を繰り返し経験させてきたと述べてい
る。
　以上より、卒業式第二部の制作過程を通して児童に見ら
れた建設的な会議や、目の前の問題を咀嚼し新たな制作を
生み出す力は、１年生から継続的に行われている統合学習
をはじめとする様々な学習活動の積み重ねの上に発現され
ている可能性があると考えられる。 
